


検討事項２ 第９次ＩＰ－ＬＲＩＣモデルの適用に際し、実際にはメタル回線で設置されている加入者回線を光回
線とみなすかどうか

検討事項３ モデル外補正の実施の有無（第９次ＩＰ－ＬＲＩＣモデルのアクセス網の設備配置ロジック）

◆ 令和６年12月までの対応方針

✓ 接続料算定に用いるモデルと補填額算定に用いるモデルの整合性を図るため、実際に設置されて
いる回線種別（メタル回線）に基づき補填額を算定する。

◆ 令和７年１月から３月までの対応方針

➢ 令和７年１月から令和10年３月までの接続料算定方法として、実際に設置されている回線種別（メ
タル回線）に基づき接続料を算定することが妥当であるとの「IP網への移行後の音声接続料の在り
方」（令和６年６月17日 情報通信審議会答申）の考え方を鑑み、同様に、実際に設置されている回
線種別（メタル回線）に基づき補填額を算定する。

◆ 令和６年12月までの対応方針

✓ 令和６年12月までに限定した暫定的な対応として、ＦＲＴの台数については第９次ＩＰ-ＬＲＩＣモデルを
モデル外で補正し、その出力を十分に効率的な設備配置に近付けた上で適用する。

◆ 令和７年１月から３月までの対応方針

➢ 同年度の他の四半期とは異なる算定方法を適用することによる、第一種適格電気通信事業者や支
援機関等における補填額等の算定作業の負担を考慮し、令和６年度第４四半期の３か月間に限り、
本件暫定的な対応を継続させる。
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